
 

                     

 

２０２０年があんなにも不安に満ち、混沌とした１年になるとは誰一人予想もしなかったことで

しょう。感染の脅威に翻弄され、春のふれあいまつりなど施設の行事はことごとく中止又は縮小と

なり、ご家族の面会や外出なども制限せざるを得ない状況でした。なかでもボランティアによる音

楽演奏や傾聴活動などの受入れができなかったことは、施設内の活気の低下や、閉塞感が生じてし

まうことにつながると改めて実感しました。早く、元の生活とは言わないまでも、行事や外出、面

会やボランティアの受け入れなどできますことを願っております。その為には、安易に中止や縮小

するのではなく、如何に感染予防を図りながら出来るかを、知恵を出し合い創意工夫して取り組ん

でいきたいと思います。 

十字の園が法人創立以来から大切にしてきた聖句「夕暮れになっても、光がある」とは、移りゆ

くことのない光があるという意味です。新しい年が始まりました。この年も変わらない光を見つめ

つつ、大切なことは何かを考え見失うことなく努めて参りたいと思います。 

 

伊豆高原十字の園 施設長 宮島克利 
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皆さん揃って記念撮影！ 

２０２０年9月21日（月）敬老会を行いました。 

今年は感染症対策の為、施設全体での祝賀会を中止し、ユニッ

トごとにお菓子やプレゼントを用意しお祝いの会を行い、施設

長がユニットを訪問し、お祝いの言葉や節目の方々へ記念品の

贈呈をし、入居者様皆さんのお祝いをしました。 

節目の方々は喜寿1名・傘寿2名・米寿6名・卒寿3名・白

寿６名・茶寿1名でした。 

通常食 
敬老会 祝膳 

・赤飯 

・鶏の二色揚げ 

・鰤の照り焼き 

・青菜のクルミ和え 

・のっぺい汁 

・苺とミルクの二色寒天 

ソフト食 

入居者さんへお祝いの気持ちを込め、給食室皆で協力し、見た目でも楽しんでいただけるよう、 

秋の味覚も取り入れたお弁当を提供しました。 

また、ソフト食を召し上がって居る方にも喜んで頂けるよう型を抜くなどして盛り付けを工夫 

しました。 
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12月 17日、主のご降誕をともに祝い感謝する 

クリスマス礼拝が行われました。 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、 

対策を充分に取ったうえで執り行われました。荘厳な雰囲気 

の中、心穏やかにクリスマスのひとときを過ごされました。 

 

アドベントとは、イエス・キリストの降誕を待ち望む期間のこと 

を言い、日本では待降節とも呼ばれています。 

キリスト教ではクリスマス、すなわちイエス・キリストの誕生を待

ち望み、準備する期間として過ごします。 
アドベントに入るとリースが置かれ、アドベントクランツと言っ

て４本のろうそくが立てられます。 

最初の日曜日には１本目のろうそくに火が灯され、日曜日ごとにろ

うそくに火が灯されていき、4番目の日曜日には4本のろうそくす

べてに火が灯され、クリスマスが近づいていることを知らせ、キリ

スト誕生の日までを待ちわびながらお祝いをします。 

 
アドベントクランツ 

施設中庭のイルミネーション 

ユニットごとにクリスマス祝会も行いま

した。サンタクロースに扮した職員がプレ 

ゼントを渡し、美味 

しいケーキを食べ、    

皆様とても喜ばれ 

ていました。 
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２０２０年６月～２０２０年１１月 
 

合計 ￥１１２，２４８－ （１１件） 
 

 

豊橋鷹丘キリスト教会、石田朋子、石井義

行、斉藤千恵子 
（順不同・敬称略） 

ボランティアさん紹介（順不同・敬称略） 

伊東教会婦人会、宇佐美教会婦人会、麦の会、伊東市第六地区

民生委員児童委員協議会、大室高原ボランティアグループ、上

田彰・上田文（伊東教会）、佐久本正志（伊豆高原教会）、石

井滋子（伊豆高原教会）、山口光仕（川奈聖書教会）、畠澤か

おり（宇佐美教会）、伊豆高原ペンション協同組合、ハートピ

アいとう、山本和子、加藤頼子、八代和子、徳植堯子、秋山康

子、野口佳枝子、大塚貴代子、杉本美子、福田敏子、柏木冨美

子、岩崎すみえ、須藤道子、佐藤敬子、白岩杏子、石井慶和、

石井由紀子、丸田操、大石勤  

※感染対策により施設内の活動は一部休止となっております 

苦情対応のお知らせ 

・施設（3件）・郵便物取扱いについて 

・サービスの低い質等について 

・職員の対応について 

・在宅（1件）・居宅ケアマネの対応について 
 

〈苦情受付担当者〉 施設；磯崎 亮   在宅；重永仁美 

伊豆高原十字の園広報紙 夕光(ゆうかげ)Ｎｏ.１２５ 
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伊豆高原十字の園 

昨年は、新型コロナウイルス感染拡大により一言

では言い表せない様々な出来事がありました。今年

は丑年。早くしゅうそく（収束・終息）して、丑の

ように一歩一歩…ゆっくりでも良いので平穏な日常

に戻れる事を願いたいと思います。（あお） 

 

ガーデニングやユニットボランティア、地域サロンの

お手伝いなど…ボランティアさんを募集しています。 

健康維持のためにも一緒に活動しませんか？ 

伊豆高原十字の園 生活相談室       

0557-54-1613 担当；磯崎 
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